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ボーリング地震計データによるオンサイト地震警報システムの検討―緊急地震速報
の弱点を補い直下型地震に備えるには―
Examination of the On-site Earthquake Warning System by Boring Seismograph Data
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緊急地震速報の弱点は、震源に近い場所では、情報が間に合わないという点にある。これに対して、オンサイト地震
警報システムは、震源に近い場所では、地震を検知してから強い揺れを迅速に予測することができるが、震源から離れ
ると地震を検知しても強い揺れを予測するまでに時間がかかるという性質がある（鳥海 2009）。そこで、我が国のよう
にどこで地震が発生してもおかしくない状況では、離れた巨大地震向けの緊急地震速報と近くの大地震向けのオンサイ
ト地震警報を組み合わせて使うことが理想的である。しかし、オンサイト地震警報システムは、気象庁など公的機関か
らの情報提供には利用されておらず、民間企業などが、独自開発で構築されているものにとどまり、そのシステムは共
通化されておらず、従ってその導入コストも高いという問題がある。
　わが国には、多数の公的な地震観測施設が整備されている。これら多数の地震計のデータを用いて、地震観測施設

の近隣の地域に向けたオンサイト地震警報システムを構築することにより、公的地震観測施設だけでも、直下型にも対
応できる理想的な即時地震警報システムが構築できるものと考えている。公的地震観測施設の中には、地中に設置され
たボーリング地震計を併設している観測施設も多数存在する。ボーリング地震計は地上の地震計に比べて誤報の原因と
なる雑音が少なく、また、なかでも１０００ｍクラスの深井戸による地震計は、地震検知時間も若干早く検出できると
いうメリットがある。一方で表層地盤の影響から、地中の観測データから地上の強い揺れを予測するということは簡単
ではないと予想される。
　そこで本研究では、ボーリング地震計データの P波初動部分から、後続の主要動による地上の強い揺れを予測する

手法について検討した。本研究では、リアルタイムで計算できる簡易震度を予測指標として採用している。東電柏崎の
強震記録と防災科研の KiK-netの地上と地中の地震計のデータを用いて、地中の地震計の P波初動から地上の強い揺れ
を予測する予測式を求め、実際の記録を用いてその有効性を検討した。同様の予測式をそれぞれのボアホール地震計と
地上の地震計のデータを用いて作成することで、ボアホール地震計の置かれている近隣の地域に対するオンサイト地震
警報の提供が可能になると考えられる。
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